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商 号 株式会社土木管理総合試験所 C.E.Management Integrated Laboratory Co.Ltd

市 場 ・ 証 券 コ ー ド 東証スタンダード市場：証券コード 6171

設 立 昭和60年（1985年）10月

代 表 者 代表取締役社長 下平雄二

資 本 金 12億482万円

事 業 内 容

試験総合サービス事業：土質・地質調査試験、非破壊調査試験、環境調査試験

地盤補強サービス事業：地盤補強工事

その他事業：ソフトウェア・試験機器開発販売等

本 社 所 在 地
長野本店：長野県長野市篠ノ井御幣川877-1

長野本社：長野県千曲市雨宮2347－3 東京本社：東京都台東区上野5-15-14-5F

事 業 所 ・ 拠 点 数
本店、2本社、12支店、6出張所、4試験センター、研究所、FC（フランチャイズ）11店

海外：ベトナム支社、グループ会社6社

従 業 員 数 486人（令和5年12月現在、連結、正社員及び契約社員）

会社概要
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コーポレートミッション

人々の生活環境が

豊かになることを使命とし、

土・水・大気・構造物調査・測量設計等

に関わる適切な情報を

スピード・対応力・提案力を持って、

顧客に対し積極的に

コンサルテーションを行う
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通期業績説明
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第38期連結累計 第39期連結累計 前年同期比（%）

売上高 6,998 7,326 104.7
試験総合サービス事業 5,871 6,214 105.8
地盤補強サービス事業 555 485 87.4
ソフトウェア開発販売 531 582 109.6
その他事業 39 44 112.8

営業利益 534 474 89.1
経常利益 565 488 86.7
親会社株主に帰属する当期純利益 349 190 54.3

（単位：百万円）

連結業績｜概要

一定の成果を挙げるも前期比で増収減益、計画比では減収減益

当期純利益の減益は、連結子会社である（株）環境と開発ののれん一括償却による特別損失
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2023年12月期第4四半期売上高20.0億円（前期4Q比：95.9%）

連結業績｜売上・営業利益 四半期推移
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売上、損益、配当金、配当性向の推移

2020年12月期 2021年12月期 2022年12月期 2023年12月期 2024年12月期（予想）

配当金 9.0円 9.5円 11.0円 12.0円 12.0円

配当性向 34.5% 67.6% 44.7% 89.7% 43.1%
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応

2019年12月期 2020年12月期 2021年12月期 2022年12月期 2023年12月期

資本収益性

ROIC（投下資本利益率） 7.8 3.8 4.8 5.3 4.7

ROE（自己資本利益率） 7.3 6.7 4.9 7.6 4.1

資本コスト

WACC（加重平均資本コスト） 7.6 5.5 4.8 3.8 3.8

株主資本コスト 7.8 5.8 5.8 4.7 4.4

市場評価

株価（12月末時点） 452 329 327 308 323

時価総額（百万円） 6,525 4,798 4,647 4,376 4,588

PBR（株価純資産倍率） 1.5 1.1 1.1 1.0 1.0

PER（株価収益率） 21.4 16.3 22.0 12.5 24.1

株価、時価総額に流動性がなく、純資産は増加傾向にありますが、PBRは１倍以上を維持しております。業績に応じた株価の向上がなく、

投資家、市場への認知度の向上を行うためにも、IRの対応を強化してまいります。

資本コスト、資本収益率については、事業の成長と共に投下資本が増加していますが、それを効率的に運用し業績に連動できておらず、

ROIC（資本投下利益）は4.7％程度となっております。７％～８％程度が適正と言われておりますので、適切な資本コストの管理と収益の

確保に取組み収益率を向上させてまいります。
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事業説明
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インフラに関わる様々なコンクリート構造

物などの状態や劣化を調査するインフラメ

ンテナンス調査を実施、3Dレーダ探査車

による高速調査も対応している

環境アセスメントから土壌汚染調査、アス

ベスト分析まで近年の法改正により対応

分野が増加、幅広い環境分野の案件に

対応している

土木建設工事の土質、地質調査から、

土の性質を的確に把握。災害復旧時の

インフラ整備及び防災・減災関連事業ま

で幅広く対応している

基幹事業｜試験総合サービス事業（売上構成比）

土質・地質調査試験 非破壊調査試験 環境調査試験

61% 24% 15%

（単位：百万円）

3,820 892

1,500
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土や地盤の状態を的確に把握するために様々な試験・分析を実施

土質・地質調査試験

国土強靭化計画の延長
2018年～2020年までの防災・減災国土強靭化計画も新たに

2021年～５ヵ年の新たな国土強靭化政策が決定した。

その総事業費は15兆円となっており、市場は減少することなく拡大している。

異常気象等によ り災害の増加
近年は災害に よ る復旧 ・復興 、

防災 ・減災事業が増加
大規模イ ン フ ラ が整い つ つ あ るが …
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非破壊調査試験

インフラメンテナンスに関わる様々な試験・分析を実施
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インフラ維持管理費推計（従来どおりの維持管理・更新をした場合の推計）

維持管理費 更新費 災害復旧費 新設（充当可能）費 維持管理・更新費が2010年度の投資総額を上回る額

（兆円）

（年度）

投資可能額が10年度水準を保つと仮定

（注）推計方法について

国土交通省所管の8分野（道路、港湾、空港、公共賃貸住宅、下水道、都市公園、治水、海岸）の直轄・補助・地単事業を対象に、2011年度以降につき次のような設定を行い推計。

・更新費は、耐用年数を経過した後、同一機能で更新すると仮定し、当初新設費を基準に更新費の実態を踏まえて設定。耐用年数は、税法上の耐用年数を示す財務省令を基に、それぞれの施設の更新の実態を踏まえて設定。／・維持管理費は、社会資本のストック額との相関に基づき推計。

（なお、更新費・維持管理費は、近年のコスト縮減の取組み実績を反映）／・災害復旧費は、過去の年平均値を設定。／・新設（充当可能）費は、投資総額から維持管理費、更新費、災害復旧費を差し引いた額であり、新設需要を示したものではない。／・用地費・補償費を含まない。各高速

道路会社等の独法等を含まない。なお、今後の予算の推移、技術的知見の蓄積等の要因により推計結果は変動しうる。 出典：国土交通省白書

23

2014年の法改正によって、

2m以上の橋梁、トンネルは5年に1度の

定期点検義務化

点検が必要な橋梁約70万 トンネル約1万 高速道路 10,000km

国道 66,000km
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環境調査試験

生活環境調査から土壌汚染調査・工事まで、環境に関する様々な案件に対応

健康被害に対する関心の高まりにより、

近年は環境保護に起因する法整備も頻繁に施行されている

●土壌汚染対策法：2010年4月施行、都道府県でも条例が施行 ●改正大気汚染防止法：2021年4月より段階的に施行

●PCB特別措置法の改正：2016年8月より、高濃度PCBについて2023年～2024年までに処分

生活環境調査 土壌汚染調査 ・浄化工事 ア スベ ス ト建材調査 ・分析
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ラボの取り組み

土質・非破壊（コンクリート、メタル）・環境に対応できる日本最大級の試験センターを、

全国4か所（仙台、長野×2、山口）にパブリックラボとして設置

長野 長野

仙台 山口

中 央 試 験 セ ン タ ー

東 日 本 試 験 セ ン タ ー

環 境 分 析 セ ン タ ー

西 日 本 試 験 セ ン タ ー
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成長事業
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成長事業｜第3期S I P（戦略的イノベーション創造プログラム）参画

産学官が総力を挙げた取組の1つ、「スマートインフラマネジメントシステムの構築」領域への参画決定

第3期SIPでは社会実装を使命として、高品質の一次データ確立を目指す

出典元：国立研究開発法人土木研究所 SIP第3期に関するホームページ

https://www .pwri.go.jp/jpn/research/sip/index .html

第 3期 S I P スマートインフラマネジメントシステムの構築

サブ課題 A

サブ課題 B サブ課題 C

サブ課題 D

サブ課題 E

：革新的な建設生産プロセスの構築

：先進的なインフラメンテナンスサイクルの構築

：地方自治体等のヒューマンリソースの戦略的活用

：サイバー・フィジカル空間を融合する

インフラデータベースの共通基盤の構築と活用

：スマートインフラによる魅力的な国土・都市・地域づくり

サブ課題 A

サブ課題 B

サブ課題 C

サブ課題 D

サブ課題 E

こ こに協力



Copyright © 2024 C.E.Management Integrated Laboratory Co.Ltd. All Rights Reserved. 17

人海戦術では限界 高速調査+高速解析で問題解決 AI・独自アルゴリズム開発を進め、さらなる効率化を目指す！

成長事業｜ D K Cラボと技術開発

当社の開発した床版劣化探査・解析の技術が、

・ NETIS（国土交通省新技術情報提供システム）に登録 KT-220164-A

・ 国交省点検支援技術性能カタログに登録 BR020029-V0023

インフラメンテナンス維持管理問題解決へ、人海戦術から高度調査技術の必要性
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当社グループでは対応を強化し、令和5年の原則適用に先駆けて需要を取り込み、引き続き注力

令和５年度の小規模を除く全ての公共工事におけるBIM/CIM原則適用 原則適用拡大の進め方（案）（一般土木、鋼橋上部）

2020年 2021年 2022年 2023年

大規模構造物 （全ての詳細設計・工事で活用）
全ての詳細設計で原則適用（※）

全ての詳細設計・工事で原則適用 全ての詳細設計・工事で原則適用
（R2「全ての詳細設計」に係る工事で活用）

上記以外

（小規模を除く）
―

一部の詳細設計で適用（※） 全ての詳細設計で原則適用（※）
全ての詳細設計・工事で原則適用

― R3「一部の詳細設計」に係る工事で適用

（※）「3次元モデル成果物作成要領（案）」に基づく詳細設計を「適用」としている

BIM/CIM推進室課空間測量課

成長事業｜ B I M / C I M（Building / Construction Information Modeling, Management ）の推進

3D測量 CIM設計 シミュレーション（活用）
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ベトナム現地法人 C.E. Lab International Co.,Ltd とのオフショア事業を強化

ベトナム
ハノイ市

C.E.Lab（シー・イー・ラボ）を開設し、現在CADオペレーショ

ンを中心に活動しております。また、BIM/CIMへ向けた準備

も加速しております。そうした技術を活用し日本はもとより、

全世界からの受注を受け付け、DX需要に対応してまいりま

す。

成長事業｜海外展開

C.E.Lab International Co.,Ltd
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成長事業｜ジオロボティクス研究所（北海道苫小牧市）

社内実証実験のほか、他企業誘致としてUAV体験会や電磁波レーダー実験等で活用

また、職場体験学習の場やセミナー会場としても活用

研 究 棟 室 内 試 験 ヤ ー ド A S 舗 装 ・ 地 盤 ヤ ー ド 模 擬 床 板 コ ー ス

コンクリートのひび割れ対策と補修セミナー

UAV操作・空撮体験
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建 物 劣 化 調 査 太 陽 光 発 電 施 設

土 壌 汚 染 調 査外 壁 調 査

成長事業｜民間市場参入強化

引き続き、民間市場の顧客獲得に注力

幅広く対応できるノウハウを活かし、ライフサイクルコスト最適化の観点でコンサルティングを実現

顧 客土木管理総合試験所

課題

ソリューション
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拠点や人員配置の最適化を図り、引き続きエリア拡大によるサービス強化

FC店から情報を収集

FC店から情報を収集

DK - FCの成長サイクル

FC店

ビッグデータ化

FC店が発展

新技術・事業の開発

FC店に技術やノウハウを還元

成長事業｜フランチャイズ（F C）展開

●土木管理総合試験所拠点

● FC店

●未開拓エリア

好循環へ
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広範なサービスの技術向上、必要なノウハウの共有とグループ間での技術連携を推進

企業名 業務 グループシナジー

株式会社アイ・エス・ピー
点群～3Dソフトウェア

開発・販売

既存業務の3D化、BIM/CIM化と今後

のメタバース市場の成長に伴い、3D化

の需要はさらに高まる

株式会社アース・プラン

株式会社クリエイト
不発弾探査

地質調査の特殊技術

沿岸部の再開発に伴い需要増

株式会社沖縄設計センター 設計 設計部門の強化

株式会社アドバンスドナレッジ研究所 気流解析ソフトウェア
環境コンサルティング

脱炭素、省エネで需要拡大

株式会社環境と開発 設計コンサル

廃棄物処理施設と再生可能エネルギー

発電所の施設計画と測量・調査・土木

設計・許認可等を一貫サポート

ᶴ꜠ᵓּזϯ˔ІФжр
ᶴ꜠ᵓּזϼзϵϱЕ

成長戦略｜M & Aとグループシナジー
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参考資料
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サステナビリティに関する考え方｜5つのマテリアリティへの取組と実績

1．安全で強靭な社会インフラの整備の追求
膨大なインフラ管理への対策

3次元高速レーダ探査車を利用した高速調査+高速解析を実現し、人海戦術が

恒常化されている路面、路面下の調査解析において、短時間低コストにて調査

分解析を可能とした。

内閣府主催の第3期戦略的イノベーション創造プログラムに協力機関として参画

することが決定。

開発を進め、道路表面、路面下だけでなく、橋梁床版内部劣化調査（コンク

リート）にも利用が可能となった。

その技術が、国土交通省新技術情報提供サービス「NETIS」に登録された。

2．暮らしの安全・安心を支える防災、

減災技術の提供

ゼロエミッションへ向けた取組

現場で排出される産業廃棄物を削減させる工法の研究開発を進め、砂防堰堤

では砂防ソイルセメント工法を推奨。

硬化の判定方法の特許も取得。

工法対応件数

昨年比54％UP

3．自然との共生社会の実現
自然との共生社会の実現

各種環境調査を通じて生態系の保全に取組んでいる。

環境保全環境調査件数

昨年比31％UP

4．脱炭素社会、持続可能な循環型社会への貢献 CO2排出削減への取組

地盤改良工法において、環境負荷軽減工法の採用を拡大している。

気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）の提言への賛同を表明し、気

候変動による事業への影響やリスクを管理し、事業戦略の検討を進めている。

2022年より温室効果ガス排出量データの収集を開始。

2022年度のデータをもとに2023年度データを集計し分析を進める。

5．多様な価値観の尊重と働きがいの創造 ダイバーシティ＆インクルージョン

性別、年齢、国籍等さまざまな属性をもつ人々を等しく認め、互いの違いを受入

れ、活かし合いながら、それぞれが実力を発揮できる職場環境を目指しています。

外国人雇用の促進

女性活躍推進法、次世代育成支援対策推進法等に積極的に取組み、職場環

境の整備を進めている。

働き方の多様性に対応するため、人事制度改革にも取組んでいます。

事業活動を通じて社会問題の解決に寄与し、社会価値と企業価値の双方の創出に取組む

優先的に取組む社会課題を抽出し、重点課題である5つのマテリアリティを特定

重要なテ ー マ 取組み 実績
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成長戦略｜中長期経営計画2 0 2 4～2 0 3 2策定

不確実性の高まる社会においても成長し続けるための中長期計画を策定
いつの時代も

選ばれ喜ばれるDKへ

中長期経営計画 2024～2032

4 0～ 4 2期 中期経営計画
（ 2 0 2 4 ～ 2 0 2 6 ）

4 3～ 4 5期 中期経営計画
（ 2 0 2 7 ～ 2 0 2 9 ）

4 6～ 4 8期 中期経営計画
（ 2 0 3 0 ～ 2 0 3 2 ）

100億 ～ 150億70億 ～ 100億

組織再構築による

組織力の最大化

深化・確立 フェーズ

既存の事業価値向上

新たな価値の創造へ

成長軌道を進化

進化・成長 フェーズ

事業成長

新たなチャレンジを推進し

事業を拡大

真価・拡大 フェーズ

事業拡大

新化・飛躍 フェーズ

事業飛躍

150億 ～ 200億

戦略事業 コア事業

3億～ 20億 67億～ 80億：
戦略事業 コア事業

20億～ 60億 80億～ 90億：
戦略事業 コア事業

60億～ 80億 90億～ 120億：

戦略事業 ー FC店展開、M&Aの推進

コア事業 ー 試験総合サービス事業の拡充

戦略事業 ー 第3期SIP事業社会実装へ

コア事業 ー コア事業から戦略事業への転換

戦略事業 ー 戦略事業を軌道にのせ、コア事業へ

コア事業 ー 現状の維持とリソースの転換
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空気清浄機の市場規模、2021年から2028年にGAGR10.0%で拡大見込み

グループシナジー｜株式会社アドバンスドナレッジ研究所

空気清浄機の市場規模は、2020年に106億7,000万ドルとなり、2021年から2028にかけて年平均成長率（CAGR）

10.0％で拡大すると予想されています。この市場は、空気感染症の増加や都市部での汚染レベルの上昇によって牽引さ

れ、健康意識の高まりや生活水準の向上、可処分所得の増加が市場の成長を促進します。

発展途上地域では大気汚染防止装置の導入が進み、これが予測期間中の市場を牽引することも予想されます。また、

都市部の若者の間では、健康的なライフスタイルに対する意識が高まっており、市場の成長に寄与すると考えられます。

出典元：

空気清浄機の市場動向・市場シェア・市場規模の予測

(2021-2028年)：(Grand View Research, Inc.)

引用：(2021/4/19)

https://www .value-press.com/pressrelease/269195
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流体解析ソフト「FlowDesigner」による解析例

電子機器熱設計工場温熱環境改善屋外風環境評価

部品放熱性能評価データセンター熱対策自然通風解析

グループシナジー｜株式会社アドバンスドナレッジ研究所
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現有ソフトの新規ラインナップとして、インフラ維持管理業務効率化ソフトを開発、2023年秋発売

אּ ᵊ

ἪД˔ЌΤϣχЯДиᴟ

Ḣ ꜘ

ϋόᶤϦ

グループシナジー｜株式会社アイ・エス・ピー

長年に渡り土木測量系3Dプログラムを開発しているISPの強みである、「点群からの3Dモデル化技術」を活

用し、その差分量からグラデーションヒートマップとして可視化することにより、経年変化の把握を可能とする

ことに成功。コンクリートの浮きや剥落、ジャンカや補修跡、塗装面の浮きや剥がれなどの早期発見、現地

調査工程の短縮、点検者の負担軽減につながることが期待されます。

点群3Dモデルによる差分量可視化ソフト 『MEMOREAD（メモリード）』
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2023年12月期トピックス
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東証スタンダード市場選択と今後の取り組み

「プライム市場の上場維持基準への適合状況ならびにスタン

ダード市場への選択申請及び適合状況のお知らせ」より抜粋

（2023年9月15日開示）

当社は、2022年4月の東京証券取引所（以下、東証）の市場再編によりプライム市場を選択し、プライム市場基準を満たすための計画期間を2027年12月期

末までと定め計画書を提出し、経過措置の適用期間内に基準を充たすために取り組んでおりました。

当初、東証は経過措置の適用期間を「当分の間」としておりましたが、2025年12月に終了すると明言したため、計画していた適用期間内での計画達成と乖離が

生じました。よって、経営資源の投資を市場維持から将来の事業拡大へと集中させることが当社の企業価値の向上につながると判断したため、2023年10月20日

にスタンダード市場への移行いたしました。
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R O A D - Sサービス停止（2 0 2 4年 1月 1 1日開示）

第3期SIP参画決定によってリソースの選択と集中を実施するため、サービス停止を発表

ロードスとは

2014年～2017年の第1期内閣府戦略的イノベーション創造プログラムに参画し、そこで研究

開発した技術を用いて開発。

高速調査+高速解析したデータをビッグデータ化し、それをWEBシステム上でいつでも確認で

きるデータベースという画期的なシステム。

なぜ停止するのか

2018年より各団体に導入すべく取組む。結果として、システムとしては好評を得るも導入に

は至らず、一部ロードスで開発した技術（橋梁床版内部劣化調査等）が導入されるにとど

まった。課題は、外的要因も様々あったが、ロードスが調査の領域にとどまったこと（データ

ベースも含めて）が大きな要因、つまり、調査したデータの活用方法や次の診断業務、さら

に次の計画（予防保全、LCC）につなげていくことが重要であった。

今後について

第3期SIPに協力機関として参画することが決定したことから、再びインフラメンテナンスの維

持問題の解決に向けて研究開発を進めると同時に、当社としては、前回の課題であった

「社会実装」に繋げるところまでを目指す。

ロードスに利用していたリソースを第3期SIPの研究開発に移管。

ライフサイクルコスト（LCC）最小化を実現する道路・軌道の異常度診断ビッグデータ共有システム
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アスリート社員（陸上／君嶋愛梨沙）活動実績

アスタナ2023アジア室内陸上競技選手権大会

女子60ｍ 5位 自己ベスト

Sydney Track Classic（オーストラリア）

女子100ｍ 6位

Brisbane Track Classic (World Continental Tour Silver)

女子100ｍ 6位

第57回織田幹雄記念国際陸上競技大会

女子100ｍ 怪我リスク回避のため欠場

セイコーゴールデングランプリ陸上2023横浜

女子100ｍ 5位

第107回日本陸上競技選手権大会

女子100ｍ 優勝

第107回日本陸上競技選手権大会

女子200ｍ 優勝 自己ベスト

布勢スプリント2023

女子100ｍ 2位

第25回アジア陸上競技選手権大会

女子100m 5位

第25回アジア陸上競技選手権大会

女子200m 8位

第25回アジア陸上競技選手権大会

女子4×100ｍリレー 2位

ブダペスト2023世界陸上競技選手権大会

女子100ｍ 予選敗退 同種目史上4人目の出場

2月10～12日

3月11日

3月25日

4月29日

5月21日

6月1～4日

6月1～4日

6月25日

7月12～16日

7月12～16日

7月12～16日

8月19～27日

2023
「今年も高い目標に向かって精進してまいります。

応援よろしくお願いいたします」

▲ 9月30日信濃毎日新聞朝刊全県版掲載・ながの中学駅伝協賛広告

第53回信毎広告賞 9月度特別賞を受賞
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補足資料
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連結損益計算書

2 0 2 2年 1 2月期 2 0 2 3年 1 2月期 前期比

実績 率 実績 率

売上高 6,998,770 - 7,326,633 - 104.7%

売上原価 4,345,721 62.1% 4,590,447 62.7% 105.6%

販管費 2,120,925 30.3% 2,262,130 30.9% 106.7%

営業利益 532,123 7.6% 474,054 6.5% 89.1%

営業外損益 30,915 0.4% 14,310 0.2% 46.3%

経常利益 563,038 8.0% 488,364 6.7% 86.7%

特別損失 8,942 0.1% 113,564 1.6% 1270.0%

法人税等 204,275 2.9% 184,740 2.5% 90.4%

親会社株主に帰属する当期純利益 349,821 5.0% 190,059 2.6% 54.3%

（単位：千円）



Copyright © 2024 C.E.Management Integrated Laboratory Co.Ltd. All Rights Reserved. 36

連結貸借対照表

2 0 2 2年 1 2月末 2 0 2 3年 1 2月末 増減額

流動資産 3,669,790 3,815,597 145,807

固定資産 3,343,485 3,045,517 ▲297,968

資産合計 7,013,275 6,861,115 ▲152,160

流動負債 1,244,039 1,253,135 9,096

固定負債 1,196,139 976,871 ▲219,268

負債合計 2,440,179 2,230,006 ▲210,173

純資産合計 4,573,096 4,631,108 58,012

負債純資産合計 7,013,275 6,861,115 ▲152,160

（単位：千円）（自己資本比率） 6 5 . 2 % 6 7 . 5 %
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連結キャッシュ・フロー計算書

2 0 2 2年 1 2月期 2 0 2 3年 1 2月期 増減額

営業活動によ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 329,491 952,546 623,055

投資活動によ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 545,842 ▲82,048 ▲627,890

フ リ ー キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 875,333 870,498 ▲4,835

財務活動キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー ▲340,953 ▲479,708 ▲138,755

現金及び現金同等物の期末残高 1,566,778 1,958,332 391,554

（単位：千円）



【 ご注意事項 】

本資料に記載されております当社の業績予想、将来予測などは、当社が作成時点で入手可能な情報に基づいて判

断したものであり、今後の国内及び海外の経済情勢、内外の状況変化や様々な外部要因・内部要因の変化により、

実際の業績、成果はこれら見通しと大きく異なる結果となる可能性があります。

【 お問い合わせ先 】

株式会社土木管理総合試験所 企画部 TEL：03-5846-8385
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